
 

 

 

 

 

６月１６日（木）、群馬産業技術センター（前橋市亀 

里町）で女性協第２３回定期総会が開かれました。議長 

に利根保健生協の河合京子さんが選ばれました。 

主催者代表として中嶋源治県連会長理事、女性協松本 

勉枝会長が挨拶を行い、続いて議長は４名の来賓を紹介 

し、群馬県生活文化スポーツ部消費生活課山﨑隆之企画 

指導係長様、群馬県ぐんま男女共同参画センター戸塚洋 

子所長様よりご挨拶をいただきました。 

議事に入り秋山ユミ子副会長が第１号議案「２０１５ 

年度活動方針及び収支報告承認の件」の提案を行い、議長から 

文書で寄せられた狩野清美委員の監査報告を紹介しました。 

続いて第２号議案「２０１６年度活動方針及び活動費計画決定 

の件」第３号議案「女性協議会運営規約一部改定の件」を松本 

会長から、第４号議案「役員選任の件」を秋山副会長から提案 

し、質疑応答ののち賛成の拍手多数で全議案が承認されました。 

議案に対する質疑 

の中では、会計期間 

と事業報告の期間が一致していないなどの意見が出さ 

れ、その後７月に開かれた第1回運営委員会において、 

総会での指摘をふまえて会計処理の適正化等を進める 

ことを確認しました。 

役員選出では、秋山ユミ子副会長、下山淳子委員、西原友美委員、藤倉真莉子委員、狩野清美

委員の５名が退任され、出席者４名から退任にあたっ 

ての挨拶がありました。 

恒例のアトラクションでは、県内で活動する女声ア 

ンサンブル『ａｉｌｅ（エル）』のみなさんによるハ 

ーモニーを楽しみました。「懐かしい歌などたくさん 

聴けて感動しました」「澄んだ声にとても癒されまし 

た」などの感想が寄せられています。 

当日会場では「熊本地震災害への緊急支援募金」が 

呼びかけられ、総会終了までに２５，０５４円の募金 

が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

県消費生活課山﨑係長と県ぐんま男女共同

参画センター戸塚洋子所長からご挨拶いた
だきました 

女声アンサンブル「ａｉｌｅ」のみなさんによる澄
んだハーモニーを満喫しました。 



 

第２３回定期総会に参加して 
丸山一世さん（生活クラブ生協） 

今回初めて総会に出席しました。 日頃活躍されている女性の熱気に圧倒されました。 

原稿を依頼されて「男女共同参画社会基本法」の事を少し調べてみたら、男女平等を推し進め

るべく、1999年（平成11年）に施行された日本の法律だということを、初めて意味を知った次

第です。今まで「男女共同参画」と「ジェンダーフリー」と同じだと思っていましたが、今回の

総会で知るきっかけとなりました。 

今後も、広く世の中に活動の事を発信していただくともに、益々の活躍をお祈りします。 

 

 小笠原真明さん（はるな生活協同組合） 

第２３回定期総会に参加させていただきました。食の安全、子育て支援、社会平和、    

反貧困などさまざまな活動に取り組んでおられることを知り、大変勉強になりました。 

何よりも一生懸命取り組んでいることに感心しました。日ごろ男女共同参画について

深く考えていませんでしたが、この間の企画や取り組みの紹介に、改めて考えさせられ

ました。私も今は年金生活者で、妻が働いているものですから、家事の仕事は率先して

やっているつもりです。しかし、女性の仕事や社会進出への理解はいまだに不足してい

るようです。今回の会議への参加を契機に、女性の仕事や社会進出への理解を深め、後

押ししていきたいと思いました。最後のエルによる合唱は、心洗われる思いでした。大

変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

退任された運営委員さん・事務局からのメッセージ 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 たった、２年間でしたが大変

お世話になりました。生協に集

まる皆様が生活全般について

学習され、活動されている事を

改めて知ることができました。 

 私は、群馬の嘴（くちばし）の

方に住んで居り中央へは遠か

ったのですが、女性協議会の

方々と交わらせて頂いたこと、

本当に貴重な経験でした。あり

がとうございました。皆様が今

後も益々ご活躍される事を期

待しております。 

学校生協 狩野 清美 

２期４年間運営委員とし

てお世話になりました。学

習会や視察研修会等を通

じて色々と勉強させていた

だき、他生協の皆さんとも

交流が出来、有意義な４年

間でした。ありがとうござ

いました。 

女性協の目的である『男

女共同参画を広げること』

を今後とも心掛けていきた

いと思います。まずは我が

家から。  コープぐんま 

 下山 淳子 

 

短い間でしたが大変

お世話になりました。他

生協の役員さんと一緒

に活動ができ組合員学

習交流集会、視察研修

会など普段では体験で

きない事を沢山学ばせ

て頂きました。ここでの

貴重な体験を今後の活

動にも活かしていきた

いです。ありがとうご

ざいました。 

はるな生協 

 藤倉 真莉子 

 

 

新しく選出された運営委員のみなさん 
 

会  長 松本 勉枝（県連、コープぐんま）再  運営委員 柳井由香里（パルシステム群馬）新 
副 会 長 藤原 京子（利根保健生協）      昇    〃    猪俣 友子（北毛保健生協）    再 
運営委員 女屋美由紀（コープぐんま）      新    〃    甫仮 文子（群馬中央医療生協）再 
  〃   木村 香織（生活クラブ生協）    新    〃    吉田寿美子（はるな生協）      新 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５月１４日（土）群馬県生涯学習センターにおいて組合員学習交流会を開催し、金沢大学人間社

会研究域准教授 石川多加子先生をお招きし、「日本国憲法とわ 

たしたちの暮らし」と題して講演していただきました。各会員 

生協から６６名が参加しました。 

石川先生は、現行憲法と自民党の憲法改正草案との対比表を 

資料に、改憲案の問題点を丁寧に説明していただきました。難 

しい課題の講演でしたが、自民党案の危険性や不当性がよく理 

解できた、との感想が寄せられました。 
 

 

組合員学習交流会に参加して 

広橋絹代さん（利根保健生協） 

日頃あまり憲法に係らずに過ごして来た私ですが、またお話の中身をすべて理解することはで

きませんでしたが、この改憲の中身は非常に危険で、許す事の出来ない内容でした。天皇制の中

身や９条、１３条の中身を学習し、自民党の改憲案は、今ある平和、築き上げてきた平和を、又、

あの記憶に残る暗く、悲しい戦前に引きもどそうとする改憲案でした。私達は一丸となって、こ

の改憲を廃案に追い込む事が必要だと思います。大切な家族、孫達に、あのつらく、悲しい戦争

をさせてはいけません。 

皆の力でこの改憲を学習し、廃案に追い込む行動に参加しなければいけないと思っています。

今回、学習会を開催した女性協の役員の皆様、また係って頂いた方々、大変お疲れさまでした。

ありがとうございました。 

 

講演いただいた金沢大学石川先生 

あたりまえの実践を深めよう 

 

 緑の深まりが季節の移ろいを感じさせ心が癒されます。 

人間社会では、宇宙旅行・秒単位を競うリニアモーターや自

動運転の車が走るなど目の前にきている。そんな人間社会

の進化と反比例する現実が余りにも多く、新聞テレビ等で毎

日のように報じられる暗いニュ―スの多さとその深刻さは

一体何を意味しているんでしょうか。 

その点女性協の目標は男女共同参画とごくあたりまえの

ことですが、現実を踏まえた素晴らしい活動と言えます。 

その活動に数年関わらせていただき有難うございました。 
 

生活クラブ生協 秋山 ユミ子 

コープぐんまから県連 

事務局に出向し、およそ 

１０年にわたり女性協議会

に関わらせていただきま

した。三役を中心とした

自律的な運営のもとで全

員が主体的に活動に参

画する女性協議会はい

つも新鮮で、学ぶことが

たくさんありました。あり

がとうございました。 
 

事務局 関 宏 

 

 ３年間の任期中、多くのことを学び体験させていただきました。すべての人が、幸福感をもっ

て社会の一員として活躍し、生活することがいかに大切で、そして難しいかということを改めて

考えさせられた貴重な時間でした。 

お世話になりました皆様、本当にありがとうございました。 

パルシステム群馬 西原友美 



 

石川多佳加子先生の講演会に参加して 
新井隆夫さん（群馬中央医療生協） 

石川先生からは特に安保法と自民党から発表されている憲法改正草案なるものの危険性、異常

性などについて詳しく解説していだきました。 

国家権力の暴走を抑える現在の平和憲法があったからこそ、戦後７０年余の平和が続いてきた

という事実。 

戦前の日本政府の暴走や、ヒットラーの独裁の成立の経緯などを振り返ると、現憲法こそあの

ような無謀な政権の誕生を許さない大きな抑止力であり砦であることがわかりました。現自民党

の憲法草案は緊急事態条項で戒厳令を敷き、集団的自衛権に根拠を与え、まさに戦前日本への逆

戻りを画策していることがわかります。 

この参院選の最中において自公政権が安保法制、や改憲論を論じようとしないことは大変気に

なりますが、現政権の危険性は石川先生の講演からも良くわかりました。隠されようとしている

事実を決して見逃さず、正しい判断をせねばと改めて認識させられました。 

                  

 

 

 

 

 

パルシステム群馬では群馬県内の各生協に比べ、共同参画等へ

の取り組みは遅れているのが現状です。2002年創立後から現在に

至るまで、主に経営的な理由から事業系を中心とした業務組織と

して取り組んできました。結果、マンパワーに頼った事業展開とな

っていた事から男性中心の雇用となり、女性の雇用はすすんでい

ませんでした。しかし「このままでは組織の将来を担う人づくり・労

働環境の改善は一生無理！」との声も多くあり「人材づくり」の方

針を策定。2016年度からは「人事評価制度による人材育成」「人事

制度と賃金制度見直し」「労働安全衛生」などの取り組みから、「長

時間労働の是正」「安全で健康な職場づくり」に着手をし、雇用安

定化の実現をすすめます。また、これらの取り組みから、女性としても働き易い職場環境を作ってい

きます。 

今後の組織運営においては「共同参画」「多様性の受容」「組合員の活躍」は欠かせない視点であ

ると考えています。多くの組合員の力を活かす事や、生協の基本原則である「出資・利用・運営参加」

を応用した「多様性を受容した協同の輪」を広げられる組織をめざします。 

 

各生協から寄せていただいた原稿をそのま
ま掲載しています。 

群馬県生協連女性協議会主催 2016年度視察研修のご案内 ご一緒に参加しませんか！ 

新潟中越地震による全村避難から１２年、 

山古志地区に復興と女性の活躍を訪ねます 
□日程：２０１６年１０月７日（金）午前８時～午後６時（バスで移動します） 

□集合場所：前橋敷島公園、北毛病院、月夜野道路情報ターミナル  

□参加費：３千円（お弁当代千円を含みます） 

□訪問先：やまこし復興交流館おらたる（新潟県長岡市）、おぢや震災ミュージアム・錦鯉の里（新潟県小千谷市）

他 おらたるにて農家レストランの女性代表からお話しを聞き、地元食材を使ったお弁当をいただきます。 

□女性・男性の参加者募集中！ お問合せは群馬県生協連（TEL:027-234-2376）までお願いします。 

住民の手で

棚田の風景

も復活！ 


